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【はじめに】 

近年, 無線化社会が加速している中で, 光

を用いた無線給電方式が検討されている . 

この給電方式は, 小型機器による長距離・大

電力伝送が可能であることや, 高周波機器

への干渉が少ないという利点を有している. 

この給電方式の受光器には, ワイドギャッ

プ材料が適しているため , 本研究では

CsPbBr3に着目した. CsPbBr3はバンドギャッ

プ約 2.3 eV を有したペロブスカイト材料で

あり(1), 全てが無機物で構成されていること

から高い安定性 (2)を有している . 今回は , 

CsPbBr3を PbBr2とCsBrの同時真空蒸着によ

り成膜し, CsPbBr3 受光器の作製結果を報告

する.  

【実験方法】 

 基板-るつぼ間距離 35 cm 程度の真空蒸

着装置を用いて PbBr2 と CsBr の同時蒸着

を行った. 基板に供給される原料比 RCsBr= 

CsBr/(PbBr2+CsBr) = 0.50で作製を行った. 結

晶性の向上をねらい, 蒸着後に 200℃で 30

分の熱処理を行った. ガラス基板上の単膜

の評価として, X-ray diffraction(XRD)測定お

よび UV-vis による光学特性測定を行った. 

また, 幅 3 mm, ギャップ 0.2 mmのコプラナ

Au 電極を膜表面に蒸着し, 導電率測定を行

った. 図 1 に作製した受光器の構造を示す. 

受光器の特性は, AM1.5(100 mW/cm2)照射下

での電流電圧測定及び分光感度測定により

評価した. なお, CsPbBr3の膜厚は 300 nm程

度である.  

 

 

【実験結果】 

 XRD 測定の結果, CsPbBr3の立方晶系に対

応する 2θ = 15.2°, 30.7°(3)のピークが観測され

た. 光吸収係数は 2.4 eV 付近で急激に増加

し，7.8×104 cm-1の値が得られた. 受光器の電

流電圧特性評価の結果, リバーススキャン

において変換効率 4.46% (短絡電流密度:Jsc = 

4.29 mA/cm2, 開放電圧:Voc = 1.38 V, 曲線因

子:FF = 0.754)が得られた. Voc及び FFについ

ては比較的良好な値を得られたが, Jscについ

ては他の機関(4,5)に比べて低い. Jsc の改善の

ためには, 表面反射低減のための光学設計

に加え, CsPbBr3 膜の更なる高品質化が必要

である. 
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Fig. 1. Schematic diagram of CsPbBr3 photodetector
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